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我々は施設の業務として利用者の実験に参加し、飼育や投与などの処置を行うことは

ない。 Lかし、利用者からの投与方法や採血方法、保定方法などの相談については技官

レベルで対応していることから、今回はこの様なテーマとした。

今回は手技にフいて話をするが、動物を使わずに説明するのが難Lいため、注意点を

話の主体にする。同時にこれらの技術(手技)が再現性のある実験データを得る上で、

重要であることを再認識してもらえたらと考えている。

1.はじめに

1)動物を取り扱う前に　-心構えとしてー

少なくとも、動物の命を奪う仕事であり、それなりの心構えを持って動物実験をする

必要があるo

まず第1に動物飼育、取り扱いは生命尊重・動物愛護の立場から慎重に実施されなけ

ればならないo第2に実験動物は」生きた試薬」として考え、試薬と同様に取り級い、

再現性のある実験結果を導き出す。第3に実験動物の病原体にはヒトへ感染する危険性

のあるものがあり、自らを守るために細心の注意が必要である。

(人獣共通感染症の問題)

第1はWHOの医学研究諮問委員会勧告に基づく、国際医科学関係組織協議会による」動

物を用いる生物医学研究のための国際指導原則」などでもうたわれている。具体的には

シミュレ-ション等の積極的な導入、動物の苦痛の軽減、積極的な麻酔の使用などであ

るo　これらは実験を行う時に決して忘れてはならないことである。

第2に不測の遺伝的交雑により期待した矧生が得られなかったり、微生物汚染により、

実験データに真/,,響が出ることが知られている。何が混入しているか分からない試薬を用

いて実験ができないのと同様のことが、実験動物においても言えると解釈しているo

第3の人獣共通感染症の問題は動物を扱う上では重要な問題である。軽微なものから

生命にかかわる病気まで色々なものがある。自分の体を守るためにはその人獣共通感染

症がどの様な経路で感染するのかを理解し、防御する必要がある。現在、実験動物とし

て生産される動物ではほとんど心配ないと思われるが、野生由来のサル等では問題が多

く、エボラやBウイルスの様にと卜には致死的な病気が数多くある○

2.ハンドリング

基本的な心得として次のようなことが上げられるo

・動物の警戒心、緊張感を高めない。 (急激な動作、音)

・動物からの危害を最小限にくい止めるための防衛策。

細心の注意と勇気をもって行うo
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ス ト レ ス に よ り ､ 血液の 生化学値が 変動 L た り ､ 臓器重量に変化が 見られる こが知 ら

れて い る ｡ ヒ トが 近付 くだけで ｢ また ､ 嫌な こ とをされ る+ と警戒 ､ 緊張させ る こ と は ､

大きなス トレ ス とな る ｡ また これらが攻撃的な行動 を起 こ させ る原因 ともな る ｡

一

方 ､ ヒ トが怖がりながら動物に接する と ､ 動物 の 多少の 動 きに対 L ､ 過剰 に反応 を

する こ とが多い ｡ これ も動物の 警戒心 ､ 緊張感を高め て しまう｡ よ っ て動物が本当に攻

撃する態勢で い るの か見極め る必要がある ｡ 同時にそ の 動物の ｢ 武器+ が何で あるか理

解 L なければならない ｡ 動物を保定す る時に は動物の 状態 を十分観察 L ､ 思いきり 良く ､

素早く行動 (驚か せな いように L ながら) L なければならない ｡

1 ) ハ ン ドリ ン グの 実際
-

マ ウ ス ､ ラ ッ トを中心 に -

マ ウ ス ､ ラ ッ ト

これらには ､ 都合がよい こ とに長い尾がある ｡ 長時間 ､ 尾を持 っ て ぶ ら下げて はなら

ない が
､ 短時間で あれば ( たとえばケ ー ジか ら体重計へ 載せ るな ど) 十分対応で きる ｡

ラ ッ トで は尾根部 をつ かむ が ､ マ ウス では中央部 を摘むようにする ｡ 尾根部 を摘む と体

を反転させ ､ 噛み つ か れる こ とがあ る o

長時間の場合､ マ ウ スで は掌に乗せ たり ､ ケ
ー ジの蓑 に乗せて おく｡ ラ ッ トで は脹窟

か ら腹部 に人差 L 指か ら小指まで の 4 本の 指で ､ 親指で 反対側の 搬窟を保持す る とよ い｡

動物はむや み に噛み つ くも の ではない ことが 分か る と ､ リ ラ ッ クス して接する こ とがで

きるようになる ｡

保定方法は ､
どの 様な処置 をするか により様々 なもの がある ｡ 完全な保定が な ければ

妥定 L た投与も採血 もで きな いくらい ､ 重要なも の で あるo これらは実際に動物 を触り

なが ら行 うべ きもの で ､ 別の 機会に詳 しく紹介 した い｡

そ の 他の 動物で の 注意 点

ハ ム ス タ ー

は聴起きの機嫌が悪く ､ 眠 っ て いる動物に触っ たりする といきなり攻撃し

てくる こ とが ある ｡ そ の ため ､ 触る前にはケ ー

ジを軽く ト ン トンと叩い てか ら触る必要

がある ｡ また マ ウス ･

ラ ッ トとは違い ､ 尾が短く皮膚がたる んで い る｡ 尾を つ ま み上げ

る こ とはできない ｡ 必然的 に背部の 皮膚を摘むように L て持 ち上げる こ とに なる o 保定

する場合 ､ 皮膚をたぐり寄せ るように L ない と頭が動 いて L まうの で注意が必要で ある ｡

コ ツはなんだ ?

･ 日頃から動物に触れ ､ ヒ トに馴れさせ る｡ ( ヒ トも動物に馴れ る)
･ 動物の 行動特性 を理解す る ｡

( マ ウ ス ･

ラ ッ トの 尾を引 っ 張る と ､ 前足で つ か まろう とする等)
･ 動物の 武器 を抑 え込むo ｢ 頭の 押さえ方+ 首が回らないよう に つ かむ ｡ ネ コ な どは同時

に ｢ 手足の 爪+ が 使えない つ か み方 をエ 夫する ｡

3 . 投与

薬剤等 を動物 に投与する場合に最も重要な こ とは ｢ 物質 の 一 定量を正 確に目的とする

部位 ヘ ス トレ ス を与えずに投与する こ と ｡ + で ある ｡

-
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投与経路 ､ 投与形態 ､ 投与漉度 ､ 投与速度が異なると吸収率や 吸収速度等に差が 生じ ､

動物に現れる反応が異なる ｡ そ の ため投与 を行う場合､ 安定 した投与テ ク ニ ッ ク と投与

に適 した保定テ ク ニ ッ クが必要 となる｡ また投与可能な容量を検討して実験計画 をたて

る必要がある ｡

1 ) 投与塵 ･ 授与容量の 計算は正確に !

正確な投与塵を求める こ とが大切である ｡ ヒ ト へ の投与の 場合､ 厳密 に体重あたり の

投与豊を求め る ことはほ とん どない o そ の ためか施設の 利用者を見て い る と意外に無頓

着な人が多い. 体重が少ないため ､ 投与容量の 小さな誤差が体重あたり の投与量に大き

な差 を生じて L まう｡ 麻酔薬などで は5 倍希釈 ､ 1 0 倍希釈を して用 いる と安全で ある ｡

2 ) 投 与方法の 種輔

腹腔内投与

- 見簡単そ うに見えるが ､ 熟練者でも腸管内に入れたり ､ 臓器 に傷を付 け るな ど､ 失

敗するこ とがある ｡

･

針先を腹腔内で 振らない ｡ 不用恵に針を刺入 しない ｡
･ 足 の固庶が蕊要. 注射器を蹴られ ると臓器を傷 つ ける｡
･

消化管内容物や血液の逆流がないか確認する｡
･ 盲腸に針が入りや すい｡ 頭を下げるように保乱

経口投与

経口 ゾ ンデを使用す
.

る｡ マ ウ ス用 ､ ラ ッ ト用な ど動物に合わせ たゾンデが 用意されて

い る ｡ また最近 はディ ス ポ - ザブル の ゾンデが用 いられる ｡

･

保定時の 姿勢が重要 ｡

･ 気管に 入れないよう注意 ｡
･

胃 を通リ過ぎて 十ニ 指膿まで挿入して L まうこ とがある ｡ 事前に剣状突起 の位置 を確

認 して ､ 胃の おおよそ の 位置を把握するとよい ｡
･

投与容量が多い と注入 L た液体が胃を通過 L て L まうo 容量に注意が必要 o

静脈内投与

マ ウス ･ ラ ッ トで は通常尾静脈 を使う｡ 静脈内投与専用 の保定器 を使うとや りや すい ｡

･ 血管は細いが目視下でで きる投与方法で ある｡

･

尾の 汚れを取り ､ 十分に血管を怒張させ血管がよく見えるよう に準備す る｡

･ 血管に入 っ たら ､ 注射器の内筒 を引く と少量で はあるが血液の 逆流が あ る｡

･ 先端か ら行 い ､ 失敗した時は尾根部側 へ 移動する｡

･ 有色 の 場合､ 血管が見にくく ､ 熟棟を要する｡

･

針は数回刺した ら交換する ｡ 切れの悪 い針は失敗の も と ｡

皮下投与

動物の 口 が届か ない投与部位に投与する ｡ 通常は背部皮下を用 い る ｡ 皮膚の 弛み が あ

るた め ､

一

定 の 場所 に投与するの が難 L く ､ 保定方法に も コ ツが ある o また ､ 被毛が あ

-

1 07
-



リ針が皮膚 を貫通 L て も気付かな い こ とがあ る ｡ そ の ため 注入 前に注射器内筒を引き ､

空気が 入らな い か確認す る必 要が あ る ｡

4 . 採血法

採血 は少量の 血清 を採取 す る部分採血 ( 一 部採血) と採れ る限りの 血 液を採取 する全

採血 と に分け られ る ｡ 部分採血 は ､ 経時的に繰り返 し採血 を L た り ､ 抗体価 を見る ため

試験 的に採血 する場合な どに用い られ る ｡ あまり頻繁に採血 する と貧血 とな り ､ 正常な

値が得 られ な い こ とがある ｡ 全採血 は 採血時 に動物 は死亡する ｡ 検査に 必要 な血 液量が

多い と きや ､ 抗体作製時な どに用 い られ る｡ 採血量 は動物の 体重 によ り異な っ て く る｡

い ずれ の 方法で採血 するに L ろ ､ 採血 可能な量を知 らない と ､ 実験計画がた て られ な い ｡

5 . 殺処分法 ( 安楽死法)

殺処分 は ､ で きる だけ人 目 に触れ な い所で 動物の 苦痛を避け ､ 短時間で絶命させる こ

とが 重要 で ある ｡ 物理的方法は 一 見 ､ 残酷な方法に 見えて も瞬間的に動物 の 意識 を無く

し､ 苦痛 を与えない 方法で ある ｡ こ の あたり を誤解され な い よ う注意 L て い た だきた い ｡

物理 的方法 で 行う場合 ､ 熟練を要す るこ とが 多い ｡ 未熟 な技術で 殺処分を行 う と動物

に多大な 苦痛 を与え る こと を忘れては いけ ない ｡ 麻酔剤を使 う場合には ､ 獣 医師 ､ 医師､

歯科 医師の 指示 が必 要である ｡ また深麻酔状態とな っ て も死に至 らな い こ とが あ るの で ､

死亡確認が必 要で あるo 過去に は万別也綻剤の 単 - 投与で の 殺処分な ども行わ れ て い た ら

L い が ､ こ の 場合 ､ 意識が ある状態で 呼吸が で きな い ため ､ 安楽死と は言えな い ｡

殺処分方法を選択する場合 ､ 実験 目的に合わせ ､ 各方法 の 特徴を理解 L て 行 う必要が

ある｡

殺処分の 方法

物理的方法 : 蓋物の 影響を受けない ｡

頚椎脱臼 ､ 頭蓋打撲 ､ 断首

化学的方法 : 麻酔薬の 過剰投与 ､ 炭酸 ガス 吸入 な ど

6 . おわ りに

動物菜願で は ､ 飼育環境 ､ 動物の 品質な ど様 々 な要因､ さらに 正確な 処置 を行う こ と

で再現性 の あるデ ー

タ を得 る こ とがで きる と考えて い る ｡

日 頃 ､ 飼育管理や各種手技 が軽視 され ､ 実験で得られた デ -

タやそ の 解析結果 だけ に

目が 向け られが ち である ｡ + か L こ こ で紹介 した手技が ､ 正 確な デ ー

タ を引き出すため

の重要な ホイ ン トで ある こ と を実験者 も技官 も再認識する必 要が ある0
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